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ABSTRAK 

Muhamad Fauzi. 2023. Analisis Pembentukan dan Perubahan Makna Wasei-eigo 

Pada Situs Jejaring Sosial Ameba Blog. Skripsi, Program Studi Pendidikan Bahasa 

Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni, Universias Negeri Jakarta. 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui pembentukan, perubahan makna, dan jenis 

wasei-eigo yang terdapat pada Ameba blog. Teori yang digunakan adalah pembentukan 

kata bahasa Jepang Tsujimura (2014: 150), teori pemendekan kata gabungan Irwin 

(2011: 143), teori perubahan makna Chaer (2013: 140) dan jenis wasei-eigo menurut 

Shibasaki, dkk., (2007: 90). Metode yang digunakan adalah metode deskriptif kualitatif. 

Teknik analisis data menggunakan teknik padan translasional. Teknik dasar berupa 

teknik pilah unsur penentu (PUP) dengan teknik lanjutan hubung banding 

memperbedakan (HBB). Hasil penelitian berupa 14 kata wasei-eigo kategori fashion 

pada Ameba blog. Dalam pembentukan 9 data termasuk compound, 3 kata mengalami 

pemendekan berjenis compound clipping, 1 kata mengalami pemendekan berjenis 

morpho-orthographic truncation, serta 1 kata mengalami pemendekan kata berjenis 

compund clipping dan ellipis mid truncation. Dalam perubahan makna, 4 data 

mengalami penyempitan, 1 data mengalami perluasan, dan 9 data mengalami 

perubahan makna total. Lalu, 5 data termasuk imizuregata, 4 data termasuk 

eigohyougenfuzaigata, 5 data termasuk jenis tanshukugata dan eigohyougenfuzaigata. 

Kata kunci: wasei-eigo, pembentukan kata, makna, jenis wasei-eigo. 
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ABSTRACT 

Muhamad Fauzi, 2023.  Analysis of Wasei-eigo Formation and Meaning Change on 

Ameba Blog Social Networking Site. Thesis, Japanese Language Education Study 

Program, Faculty of Language and Arts, State University of Jakarta. 

 

This study aims to identify the formation, change of meaning, and types of wasei-eigo 

found in the Ameba blog. The underlying theories are Tsujimura's (2014: 150) Japanese 

word formation, Irwin's (2011: 143) compound word shortening theory, Chaer's (2013: 

140) meaning change theory, and wasei-eigo types according to Shibasaki, et al (2007: 

90). The method used is qualitative descriptive method. The data analysis technique 

applied is translational pairing. The base technique is the technique of sorting out the 

determining elements (PUP) with the advanced technique of comparative relationship 

to distinguish (HBB). The analysis yielded 14 wasei-eigo words in the fashion category 

of Ameba blog. The data consisted of 9 compounds, 3 words experienced shortening 

type compound truncation, 1-word experienced shortening type morpho-orthographic 

truncation, and 1-word experienced shortening type compound truncation and ellipsis 

middle truncation. In the change of meaning, 4 data experienced narrowing, 1 data 

experienced expansion, and 9 data experienced total change of meaning. Additionally, 

out of the total data, 5 data involved imizuregata, 4 data involved eigohyougenfuzaigata, 

and 5 data involved tanshukugata and eigohyougenfuzaigata types. 

 

Keywords: wasei-eigo, word formation, meaning, wasei-eigo type.  



 

vii 

 

 

概要 

アメーバブログにおける和製英語の形成と意味の変化の分析 

ジャカルタ国立大学 

ムハマドファウジ 

muhamadfauzi_2915164251@mhs.unj.ac.id 

 

A. 背景 

和製英語は「和製」と「英語」の語から作り合わせる言葉である。和製と

いうのは「日本のつくるもの」である。英語というのは英語の言葉である。

つまり、具体的に和製英語は「日本の作った英語」のことである。英語圏に

和 製 英 語 は 「made-in-Japan English」 と 言 う 。「Japanese English」 と か

「Japlish」とも言う。 

和製英語と外来語はだいたい意味からの立場が違いがある。和製英語は語

源の意味が完全に異なる一方外来語は意味が少し変更する。和製英語は英単

語と意味が異なるので外国人や日本語を日本語を学ぶ人に困ることが発生す

る。例えば、Gollins 氏 (2013: 6-7) によるとアメリカで留学した日本学生がヒ

ロキヤマノさんが誤ってコンセントを「コンセント」と呼んでしまった。英

語圏ではコンセントというのが「ソケット」と言うから、日本人と外国人と

話すあいだに誤解が可能性もある。また、オンラインフォーラムである外国

人は「How did コンセント come to be used for an "electrical outlet?」と困惑して

聞いた。 
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本研究はアメーバブログにおける和製英語の形成と意味変化を分析する。

使用した語形成の理論は Tsujimura 氏 (2014: 150) の理論と Irwin 氏 (2019: 145-

146) の理論である。意味の変化は Chaer 氏(2013: 140) の理論を使用する。さ

らに柴崎氏ら(2007: 90)の和製英語の特性の理論も使用する。 

B. 問題提供 

本研究の問題は三つある 

1. アメーバブログにある和製英語がどのように形成されるか 

2. アメーバブログにある和製英語がどのような意味の変化があるか 

3. アメーバブログにある和製英語がどのように特性があるか 

本研究はアメーバブログで集められた和製英語に観察する。集めらたデー

タはカタカナで書かれた日本語でファシオンとビューティーのカテゴリーの

みである。 

分析のステップに使用した方法は記述的な分析方法。Sutedi 氏 (2011: 23) 

によるとこの方法はデータが言葉で説明したり、統計的に処理する必要がな

い。さらに現在起こっている現象や出来事を説明し、実際の問題に答えるた

めに科学的な方法を使用する研究。次は、本研究に「padan」というデータ

の分析の技術を用いる。「padan」 という 技術はこの技術は二つの 種類が分

けられて 基本と 先手の 技術がある。 基本の 技術は「pilah unsur pembagi」と

いう 技術を 用いて先手の 技術は「hubung banding membandingkan」 という 技

術を 使用する。 

  



 

ix 

 

C. 研究の手順 

1. アメーバブログで和製英語が集め記録する 

2. 和製英語の形成が形態論的な視点から分析し、Tsujimura 氏 (2014: 150)

の誤形成の理論と Irwin 氏 (2019: 145-146)の理論を使用する。 

3. 和製英語の意味を調べ、英語の意味の語源と比較し、Chaer 氏 (2013: 

140) の意味の変化の理論を使用する。 

4. 柴崎氏ら (2007: 90)の和製英語の特性の理論で和製英語の特性を判断

する。 

5. すべてを分析した後で結論を出す。 

D. 研究結果と分析 

アメーバブログにあるファッションカテゴリーの和製英語が 14 つ見つかれた。 

番 ロマジ 和製英語 意味 

1 Autokamera アウトカメラ 
Rear 

Camera 

2 Iijiipantsu イージーパンツ Easy Pants 

3 

 

sumehara 

 

スメハラ Smell 

Harassment 

4 Sutajiamujanpaa 

スタジアムジャン

パー 
Letter Jacket 

5 Sekandobaggu セカンドバッグ Clutch Bag 

6 Jendaafurii ジェンダーフリー 
Gender 

Equality 

7 Reesukuiin レースクイーン Grid Girl 
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8 Taimusaabisu タイムサービス 
Limited-

Time Offer 

9 Regipan レギパン 
Leging 

Pants 

10 Maibaggu マイバッグ 
Reusable 

Bag 

11 Kattosoo カットソー Cut Sew 

12 Karaasutoon カラーストーン colour stone 

13 Handitaipu ハンディタイプ handy tipe 

14 Ronguseraa ロングセラー long seller 

 

まずは以上の１４つデータから形成が分析し、Tsujimura 氏と Irwin 氏の語

形成の理論で使用する。また、和製英語の意味の変化が Chaer 氏の理論で分

析する。さらに、和製英語の意味の変化と形成が知られたら、和製英語の特

性が柴崎らの理論で調べる。 

分析例 

データの 7 番：レースクイーン 

例文：(a)レースクイーンとして 2 年目ですが、 

軽自動車のレースを見るのは初めて、 

なんと…今回は台数が 50 越えのレースあり大注目、 

遠方からのご参加もありがとうございました 

(b) ピットウオークより。 

AutoLabo Racing の RQ さん。 

奥西はつみ さん、安西まりな さん。 

以上の７(a)の下線された和製英語が二つの英単語から作られ、英単語の

RACE と QUEEN で複合語になる。また、７(b)のデータに省略が発生し、

http://ameblo.jp/mari-ri24/
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「RACEQUEEN」は「R」と「Q」の頭字が残され、「RQ」になり、形態頭文

字の省略ということである。 

RACE の意味は「競争」という意味があり、QUEEN の意味は「女王」とい

う意味があり、文字通りの意味は「競争する女王」になる。レースクイーンは

和製英語としての意味が「自動車レースなどで、 スポンサーの宣伝などを行い、 

レースに華 をそえ る女性」（MKSJ, 2021: 855）。英語でレースク イーンは

「umbrella girl」ということにさす。文字通り意味と和製英語の意味が見られれ

ば、完全の意味の変化が発生する。 

柴崎ら氏の理論によるとレースクイーンという和製英語は二つタイプある。

一つ目は RACEQUEEN という言葉が英語圏に使わなく、英語表現不在型になる。

二つ目は頭文字という省略が発生し、短縮型になる。 

E. 結論 

結論は 3 つの部分に分けられて説明される。 

一つ目、和製英語の形成である 

アメーバ ブログ にある 和製 英語 は二つ 英単語 から つくら れる が多 い。

「morpho-orthographic truncation」という形成が発見される。 

二つ目、和製英語の意味の変化である 

完全な意味の変化がアメーバブログにある和製英語が多い。 

三つ目、和製英語の特性である 

アメーバブログでは意味ずれ型タイプが他のタイプより最大に発見され、こ

れが基本的に和製英語と和製英語の語源の意味が違うことがある。 
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